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第208号

る
た
め
都
市
公
園
条
例
の
改
正

が
提
案
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。
新
た
に
設
置

す
る
冷
暖
房
設
備
の
使
用
料

は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降

の
利
用
か
ら
、
１
時
間
当
た
り

市
内
料
金
が
５
０
０
円
、
市
外

料
金
が
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す

る
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。
次
の
施

設
は
、
31
年
４
月
１
日
か
ら
５

年
間
、
指
定
管
理
者
が
運
営
・

管
理
を
行
い
ま
す
。〔
勤
労
会

館
、
土
屋
霊
園
、
市
営
住
宅
及

び
共
同
施
設
、
旧
横
浜
ゴ
ム
平

塚
製
造
所
記
念
館
、
軟
式
庭
球

場
・
桃
浜
町
庭
球
場
・
大
神
ス

ポ
ー
ツ
広
場
、
湘
南
ひ
ら
つ
か

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
・
土
沢
野
球

場
・
土
沢
多
目
的
広
場
〕

◆
人
事
案
件
に
同
意

　

監
査
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
井
澤
郁
人
氏
（
め

ぐ
み
が
丘
一
丁
目
）
を
選
任
す

る
議
案
に
全
員
異
議
な
く
同
意

し
ま
し
た
。

と
が
難
し
く
な
る
こ
と
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。
な
お
、
新
し
い

定
数
は
、
次
の
一
般
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

◆�

総
合
体
育
館
武
道
場
の
設
備

使
用
料
金
を
設
定

　

総
合
体
育
館
の
武
道
場
へ
冷

暖
房
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
に

伴
い
、
設
備
の
使
用
料
を
定
め

　

今
定
例
会
の
最
終
日
に
、
議

員
か
ら
本
市
議
会
議
員
の
定
数

を
２
人
削
減
し
て
26
人
と
す
る

条
例
改
正
の
会
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
案
説
明
で
は
、
提
出
議
員

の
代
表
者
か
ら
、
本
市
財
政
の

硬
直
化
や
将
来
の
人
口
減
少
を

踏
ま
え
、
議
会
改
革
の
観
点
や

市
民
意
識
な
ど
か
ら
定
数
を
削

減
し
、
質
の
高
い
議
会
運
営
を

進
め
た
い
と
改
正
の
理
由
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
議
員
の
期
末
手

当
の
引
き
上
げ
と
の
整
合
性

や
、
定
数
削
減
後
の
議
会
の
在

り
方
な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
４
人
の
議
員
が

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
賛
成
の

議
員
か
ら
は
、
身
を
切
っ
て
改

革
の
姿
勢
を
示
し
、
少
数
精
鋭

の
議
員
が
市
民
意
見
の
集
約
に

努
め
る
こ
と
で
負
託
に
応
え
る

べ
き
で
あ
る
と
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
一
方
で
、
反
対
の
議
員

か
ら
は
、
議
論
が
不
十
分
で
進

め
方
に
問
題
が
あ
る
こ
と
や
、

民
意
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
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平成30年12月 市議会定例会
　
平
塚
市
議
会
は
、
平
成
30
年
11
月
28
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
、
24
日
間
の
会
期
で
12
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
30
年
度
補
正
予
算
や
人
事
案
件

な
ど
22
案
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
し

ま
し
た
。
な
お
、
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、
29
年
度
決
算
の
認
定
な

ど
に
関
す
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
受
け
、
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
議
員
定
数
の
削
減
に
関
す
る
会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

定
数
を
28
人
か
ら
26
人
へ
削
減

市
議
会
議
員
定
数
条
例
を
一
部
改
正

23
回
目
を
迎
え
た
旭
郷
土
か
る
た
大
会
。

旭
南
公
民
館
に
約
１
７
０
名
の
小
学
生
が
集
ま
り
、
地
域
の

風
物
に
ち
な
ん
だ
か
る
た
を
取
り
合
い
ま
し
た
。

新
し
い
定
数
は

次
回
の
選
挙
か
ら

平成29年度
〈〈〈決算特別委員会の質疑内容は３面に

決 算 を 認 定
　９月定例会で継続審査となっていた29年度の決算
の認定などに関する議案は、付託した決算特別委員
会で詳細な審査を行いました。
　一般会計の決算額は、歳入が総額860億8392万円
で、前年度比1.2％の増加となり、歳出が総額824億
3136万円で、前年度比1.6％の増加となりました。
歳入では、借入抑制による市債などの減少、市税な
どの増加がありました。歳出では、新庁舎建設や総
合公園施設改修などに関する増加、余熱利用施設整
備の完了などによる減少がありました。
　特別会計の競輪事業では、メインスタンドの建築
工事や競走路の改修などが行われ、KEIRINグラン
プリ2017などが開催されました。

 病院事業では、県から救命救急センターの指定を
受けるとともに、国が目指す医療体制を見据えた診
療報酬の施設基準を取得するなど、新たな理念と基
本方針の下、病院運営が進められました。また、本
館改修等工事と南館解体工事が実施されました。
　下水道事業では、中長期的な経営の基本計画であ
る経営戦略の策定に着手するとともに、東部ポンプ
場の耐震長寿命化対策工事が実施されたほか、ツイ
ンシティ大神地区の公共下水道の整備や国道１号の
管路地震対策事業が進
められました。
　これら決算の認定な
どに関する４案件につ
いて、本定例会初日に
採決を行い、認定、可
決しました。

　

一
般
会
計
で
は
、
専
決
処
分
を
行
っ
た
30
年
10

月
の
台
風
24
号
に
よ
り
発
生
し
た
被
害
に
伴
う
災

害
復
旧
に
関
す
る
経
費
の
補
正
予
算
を
承
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
既
定
予
算
で
措
置
で
き
な
か
っ
た

経
費
な
ど
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
８
１
７

億
９
４
１
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
一
部
を
紹
介

［
国
民
年
金
事
業
］

●�
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
５
８
万
円

［
総
合
公
園
屋
外
ト
イ
レ
改
修
事
業
］

●
公
園
内
屋
外
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
の
経
費

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
６
０
１
万
円

平成30年度予算を補正
一般会計総額817億9413万円に

29年６月にオープンした
競輪場メインスタンド


